
WSETRが日本にSAKE講座を開講
日本酒の魅力、世界へ。

　5月20日に初回講座が行われた「Level 1」
（ビギナーコース）が早々に満席になるなど、
順調なスタートを切った「WSETR SAKE講
座」。主に日本酒に関心を持つ一般の人や日
本酒関連の仕事に初めて携わる人を対象とし、
日本酒の概論を実践的に学べるカリキュラム
が組まれている（日本語／英語）。より専門的
に掘り下げたい人には「Level 3」（アドバン
スコース）が設けられ、日本酒の品質評価を
理論的に導き出したり本質を的確に見分けた
りする力を養成するプログラムが英語で実施
される。
　日本酒に関連した講座や呼称認定が相次
ぎ開設される中、同講座の運営を担うキャプ
ランは「ワインを学んできたWSETR 有資格
者をはじめ、観光業に携わる方やグローバル
に活躍するビジネスパーソン、そしてトレンド
に敏感な女性などの新たな層」（森本宏一キャ
プラン代表取締役社長）の獲得を志す。具
体的には「海外市場でビジネスを展開される
方が現地で日本酒を案内」したり「トレンド
に敏感な女性が『日本酒はおしゃれ』という
カルチャーを創出」したりとさまざまな場面で
活躍する人材を育成し、日本酒の魅力を伝え
る「ソフトパワーの（海外）進出にも貢献し
たい」と意気込む。

世界最大のワイン教育機関「WSETR（Wine&Spiri t Education Trust）」は去る5月、
日本で初めて「WSETR SAKE講座」を開講した（運営＝キャプラン株式会社）。
それに先駆けて東京都内で開かれた「SAKEフォーラム」には、海外に拠点を持つ企業や
観光業関連の関係者ら約80名が出席。世界が注目する日本酒の展望を共有し、同講座の発展を期した。

　その最前線で指導する講師陣は、今年1月
に日本で実施された講師の育成プログラムに
参加。世界各国から来日したプロフェッショ
ナルと肩を並べて学ぶ中で大きな刺激を得
た。「Level 1」の講師を務める鈴木更紗氏は

「日本酒に関わるあらゆる人がアンバサダーと
なり、海外のプロフェッショナルと同じスキー
ムや共通の言語で発信することで日本酒のブ
ランド向上のお手伝いができれば」と抱負を
語り、「Level3」講師のクリストファー・ヒュー
ズ氏も「日本酒の真の価値をどう評価すべき
か。その根拠を講座で示し、日本酒の魅力を
世界へ広める人材を増やしたい」と力を込め
るなど、使命感に燃える。
　将来的には観光事業にも貢献していきたい
と考えており、通訳案内士をはじめ観光に携
わる人を対象に各地で講座を実施したいとの
構想も描く。その強い想いは4月に東京都内
で開かれた「SAKEフォーラム」でも色濃く
打ち出され、基調講演を行ったコーポ・サチ
の平出淑恵代表取締役は「日本酒をワインの
ような世界酒にするには、海外の（さまざま
な分野で活躍する）方との協力が不可欠」と
強調。同氏やアナウンサーで酒サムライのあ
おい有紀氏とともにパネルトークに登壇した
佐浦代表取締役社長の佐浦弘一氏も「（海

◀︎WSETRSAKE認定講師の鈴木更紗
氏とクリストファー・ヒューズ氏。とも
に講師としての使命感に燃えており、
今後の活動を「とてもワクワクしている」
と話した。

▲4月13日に開かれた「SAKEフォーラム」は、業界関係者のほか世界各国に取引先を
有する企業のエグゼクティブら約80名が参加。講演やパネルトークに熱心に聴き入った。

▲平出淑恵氏、佐浦弘一氏、あおい有
紀氏によるパネルトークでは、IWCに
SAKE部門が設置された経緯や酒サム
ライの取り組み等が語られたほか、活
発な意見交換がなされた。

▼「SAKEフォーラム」会場には、「WSETR SAKE講座」に日本酒の協力をしてい
る蔵元も多数駆けつけ、日本での講座開設に花を添えた。

ロンドンに本部を置く世界最大のワイン教
育機関。70カ国で展開し、認定試験の受
験者は年間約7万人を超す。独自に開発さ
れたカリキュラムは、ワインを栽培、醸造、
マーケティングなどの分野から体系的に理
解でき、世界標準の知識として学ぶことが
可能。2014年にロンドンで開始された

「WSETR SAKE講座」にもそのメソッドは活
かされており、日本酒の魅力を世界へ発信
できる人材の輩出に期待が寄せられている。
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外各地の）マーケットを知る人がその土地の
言語で日本酒を伝えていくことは、市場を
広げる上で大切だ」と説き、WSETRが目指
す「日本酒を世界のSAKEへ」とのメッセー
ジはより明確に発信された。
　東京オリンピックを3年後に控え、日本酒
の輸出額が7年連続で過去最高を記録する
今こそ、優秀な人材を多数育成する絶好の
機会である。その先にある日本酒の市場拡大
や観光事業への発展を見据えたこの取り組
みを成功へと導くには、酒蔵をはじめ日本酒
に携わる多くの関係者との連携がこれまで以
上に求められる。

取材・文／市田 真紀　写真／宮本 淳41




